「西洋楽器のための作曲家になったのなら、必ず聖書のために作曲する〈時〉が来る―」

そんなことを言われても、中学１年生の頃の漫画ばかり読むだけの私なら確実に一蹴しただろう。３８年前なら、牧師の仰せを熱心に聞いて聖書のために作曲することなど、あるわけがなかった。無宗教者であろうが作曲のできる時代になったのだから、聖書は不要と考えていた頃だってある。

私と聖書の出会いは古い。テレビアニメ『トンデラハウスの大冒険』で聖書を初めて知ったのは間違いがない。このアニメーションが放映されたのは４４年前だが私ははっきり覚えている。その後、私は聖書との関わりを１２年ほど全く逸してしまう。

なぜ関わりを逸していたのかは、自分でもわからない。おそらくは日本語への翻訳の質が私の国語力を上回っていたのだろう。今でこそ、インターネットでヘブライ語やギリシャ語の意味を楽に調べられるが、４４年前なら大きな図書館か本屋に行かないとまず入手は不可能。わざわざ聖書の意味を調べるために、三重県四日市市から愛知県名古屋市まで遠出するのも、面倒くさかったに違いない。

高校生になると、CBCラジオの『聖書の話』を毎週聴いていた。今の私は朝に起きるが、当時は夜型の生活だったため、リアルタイムで聴いていた。私はこの番組を強く記憶している。なぜなら、担当牧師が亡くなられたことが番組内で報じられたためである。その回の放送だけは今でもはっきり覚えている。

大学生になったため京都市西京区へ移住したら、今度はＫＢＳ京都ラジオの『Ｗｈａｔ’ｓ　Ｇｏｓｐｅｌ』を毎週聴くことになった。放送の内容は良質だったと思うが、かなりの部分を忘れてしまった。ＫＢＳ京都は、当時廃局の危機に立たされていたことを強く思い出す。

松平頼暁の作品には『創世記』があり、松下眞一の作品には『交響曲第７番―オーケストラのための新しい歌（詩編９８の１による）』があって、福丸光詩の作品には『「土の器」Ｃｏｒ．Ⅱ ４：７』がある。この３曲を聴けたのは大学を卒業した後である。機が熟せば、西洋楽器を用いる日本人の作曲家でも、聖書を題材に作曲をするようだ。

私が、新共同訳の旧約聖書を購入したのは２０２４年９月７日。私が、オルガン独奏のための『天地万物は完成された』を作曲したのは２０２５年８月３１日。伊吹新一先生は「君たち！聖書は必ず読みなさいね！！」と講義の際強い言葉遣いで仰せられたが、その日から２９年が経過していた。私が、ソプラノとピアノのための『ルーマニア語版シノド聖書の詩篇６６番』を作曲したのは２０２６年４月３０日である。

私にも聖書のために作曲する日は来た。今度は、私が「必ず聖書のために作曲する〈時〉が来る」と言う日が、またどこかで訪れる。
